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一般財団法人  全国強制抑留者協会
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TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548
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電車の場合

●東京メトロ 有楽町線
「麹町駅」半蔵門方面1番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 有楽町線・半蔵門線
「永田町駅」4番・5番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 南北線
「永田町駅」9番出口より徒歩3分

●東京メトロ 丸の内線・銀座線
「赤坂見附駅」D出口より徒歩8分

●JR中央線
「四谷駅」麹町出口より徒歩14分
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●銀行振込でのご送金　三菱UFJ銀行　市ヶ谷支店
　　　　　　　　　　　普通預金口座　0730329
●現金でのご送金　　　〒102-0073　東京都千代田区九段北１-８-２
　　　　　　　　　　　九段第二勧業ビル２階　一般財団法人　全国強制抑留者協会

寄付の方法

一般財団法人　全国強制抑留者協会

　　会  長　河 村 　 廣 康

寄付金募集に関しましてのお礼とご報告
平成31年3月31日

　日頃は一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対して多大なご理解、ご支援を賜り
厚く御礼申し上げます。
　平成26年4月財団だより第52号にて寄付金募集のお願いを掲載いたしましたところ、

　　●平成27年3月31日付
　　　　ご寄付合計件数…135件（現金…19件、現金書留…67件、振込…49件）
　　　　ご寄付合計金額…883,000円
　　●平成28年3月31日付
　　　　ご寄付合計件数…119件（現金…24件、現金書留…52件、振込…43件）
　　　　ご寄付合計金額…1,254,000円
　　●平成29年3月31日付
　　　　ご寄付合計件数…128件（現金…18件、現金書留…66件、振込…44件）
　　　　ご寄付合計金額…994,000円
　　●平成30年3月31日付
　　　　ご寄付合計件数…51件（現金…7件、現金書留…22件、振込…22件）

ご寄付合計金額…778,000円
　　●平成３１年３月31日付

ご寄付合計件数…35件(現金…5件、現金書留…12件、振込…18件)
ご寄付合計金額…510,000円

　以上のご寄付と暖かい激励を頂戴いたしました。改めて御礼申し上げます。
　平成30年度に関しましても、平成31年1月付第66号でご報告申し上げましたように、慰藉
事業を全国規模で実施することができる法人に対して、当該慰藉事業に関する経費の一部
または全部を国から補助を受けることができました。お陰様で年度当初に予定されていまし
た事業は国からの補助と皆様からのご支援の募金によって終了することができました。
　引き続き戦後強制抑留問題を風化させないために、またその体験を将来への教訓として
継承できるように活動して参る所存です。
　今後とも皆様方のご協力を宜しくお願い申し上げます。


